
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 情報・宣伝部 

2023年 2月 19日 №579 

 

２０２１年度の賃金改訂時に、当時の５５歳未満の社員だけが

業績悪化（赤字）の責任を取らされ、定期昇給が削られました。 

２年前に「２係数分」を削られた影響は今も続いています。 
 

 黒字決算が見えてきた！ ２係数相当分を取り戻そう！ 
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２０２１年度は、所定昇給額（４係数）

ではなく、所定昇給額のおよそ半分とな

る２係数分しか上がりませんでした。 

黒字化を実現する今春闘で２係数相当分

を取り戻さなければ、赤字の責任を退職

まで取らされ続けることになります。 

東日本ユニオンは、すべての社員の基本給

に「昇給係数２相当分」として「一律３千

円の加算」を要求しています。 

「定期昇給に手を付けた事実」を、すべて

の社員の課題として取り組んでいます。 

★電気代や食品の値上げで生活が厳しいです。是が非でも２係数相当分を取り戻してほしい。 

★「初任給特別措置」のプレス発表は「初任給引き上げ」となっていた。社員全員に８千円を

支給するべきだ。入社５年目以降の社員は「どうでもいい」というメッセージなのか。 

★基本給は退職まで響くので取り返してほしい。 

★４月に入る首都圏の大卒入社の新入社員と、入社して数年経つ自分の給料がほとんど変わら

ない。やってられませんよ。 

 

  


